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1941（昭和16）年の冬、太平洋戦争開戦の火ぶたが切っ
て落とされた。日本軍の快進撃が報じられたのも束の間、
各地で敗北を喫し戦局は悪化の一途をたどっていく。国民
の生活は窮乏し、食糧は配給制に。軍需兵器の資源とす
べく橋の欄干の金具や銅像、一般家庭では蚊帳の金具ま
で半強制的に供出させられた。

終戦を迎えたのは、1945（昭和20）年8月。人々は戦時中
にも増して厳しい貧困生活を強いられた。しかし、どん底か
ら這い上がる日本の復興は目覚ましいものであった。貧しい
ながらも物資の供給が進み、1946（昭和21）年には、水溶性

サッカリンや人工甘味料ズルチンの製造販売が始まる。冷
蔵庫もクーラーもない時代、ラムネやサイダーが人々の喉を冷
たく潤した。また、ウイスキーやビールの販売も再開されるな
ど、王冠業界でも特需に沸いた。嗜好品の普及にも、戦後
復興の歩みが反映されている。

1947（昭和22）年に入ると、第一次ベビーブームが起こっ
た。1949（昭和24）年までの3年間に生まれた子供たちは“団
塊世代”と呼ばれ、高度経済成長期を支える屋台骨として
成長していくこととなる。

1941-1950
モノづくり魂と先見の明が

戦時下を生き抜く原動力に

［昭和16年〜昭和25年］

The history of 

NCC
日本クロージャー75年史

帝国プレス工業（株） 千住工場の従業員 コルク王冠

最も記憶に残っているNCCでの出来事と
いうことで、今回ペンを執らせていただきま
した。振り返ってみると、波瀾万丈とは言
わずとも、いろいろあった25年だったなあと
ちょっと感慨深いです。

そのなかで記憶に残っているというより
も、忘れられない、忘れることのできないこ
とは、東日本大震災です。2011年3月11日、
その日その時、私は会社で仕事をしていま
した。すぐおさまるだろうと思っていた揺れ
は次第に大きくなり、そして大きな横揺れが
室内を襲いました。初めて体験する規模
の揺れだったため、私は身の危険を感じ、
同僚とともに屋外へと避難しました。

その後は、崩れた材料と製品の片付けと
機械の確認・復旧に従業員全員で、協力
し助け合って復旧作業したことを、忘れるこ
とができません。当たり前の日常が一変し
て暗闇になり、それを人々の力で復旧し元
の日常に戻す。改めて人のもつ力は偉大
だなと実感しました。

そして今現在、何気なく過ごしている一瞬
一瞬がとても大切で、震災を通して人と人と
のつながりを改めて感じさせられたし、普段
当たり前のように誰かと関わっていることが、
どれだけ幸せなことなのか思い知りました。

今後この経験を忘れず、人を思いやる気
持ちをもちつづけていきたいです。
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二
人
の
男
の
出
会
い
か
ら

歴
史
は
動
き
は
じ
め
た

１
９
３
９（
昭
和
14
）年
、
七
島
長
太
郎
を

所
長
と
す
る
東
京
真
空
詰
研
究
所
が
開
設

さ
れ
た
。
当
初
は
学
校
教
材
用
の
ガ
ラ
ス
び

ん
と
キ
ャ
ッ
プ
を
製
造
販
売
し
て
い
た
が
、
戦

時
下
で
は
軍
事
用
の
食
品
保
存
容
器
の
需
要

が
急
増
。
長
距
離
輸
送
の
た
め
の
キ
ャッ
プ
ラ

イ
ニ
ン
グ
作
業
な
ど
、
時
代
に
合
わ
せ
た
事
業

拡
大
を
図
っ
て
いっ
た
。
後
に
、
同
所
は
東
京

真
空
硝
子
株
式
会
社
と
改
称
す
る
。

あ
る
時
、
七
島
は
仕
事
を
通
じ
て
一
人
の

男
と
知
り
合
う
。
そ
れ
が
、
帝
国
王
冠
製
造

所
の
経
営
者
・
遠
藤
虎
次
郎
だ
っ
た
。
七
島

は
更
な
る
事
業
拡
大
に
向
け
、
牛
乳
び
ん
の

王
冠
を
製
造
し
て
い
た
同
所
へ
の
出
資
と
経

営
参
画
を
決
意
。
そ
し
て
、１
９
４
１（
昭
和

16
）年
１
月
17
日
、
同
所
は
帝
国
王
冠
株
式

会
社
と
改
組
改
称
し
た
。
こ
の
日
が
、
75
年

に
及
ぶ
当
社
の
歴
史
の
第
一
歩
と
な
る
。

戦
火
に
見
舞
わ
れ
て
も

決
し
て
事
業
を
あ
き
ら
め
な
い

１
９
４
４（
昭
和
19
）年
、
帝
国
王
冠
と
東

京
真
空
硝
子
は
正
式
に
合
併
。
同
時
に
、ホ

ワ
イ
ト
コ
ル
ク
株
式
会
社
と
千
代
田
王
冠
株

式
会
社
を
吸
収
し
、
帝
国
プ
レ
ス
工
業
株
式

会
社
と
改
組
改
称
す
る
。
代
表
取
締
役
社

長
に
は
七
島
長
太
郎
が
就
任
し
た
。

そ
の
頃
、
当
社
に
は
ガ
ラ
ス
び
ん
を
製
造
す

る
大
島
工
場
、キ
ャッ
プ
の
ラ
イ
ニ
ン
グ
を
行
う

尾
久
工
場
、そ
し
て
王
冠
を
製
造
す
る
千
住

工
場
の
３
拠
点
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
太
平

洋
戦
争
が
激
化
す
る
に
つ
れ
、
一
般
家
庭
の

金
属
類
さ
え
も
兵
器
製
造
に
用
い
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。
資
材
の
激
減
に
伴
い
、
小
さ
な

町
工
場
は
次
々
と
廃
業
。
や
が
て
、ど
こ
も

開
店
休
業
状
態
に
陥
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、

１
９
４
５（
昭
和
20
）年
６
月
に
東
京
を
襲
っ

た
空
襲
で
尾
久
工
場
は
炎
上
、
全
焼
し
て
し

ま
う
。

幸
い
、
千
住
工
場
は
被
災
を
免
れ
た
が
、い

つ
と
も
知
れ
ぬ
空
襲
に
備
え
て
機
械
設
備
を

移
す
こ
と
と
な
っ
た
。
疎
開
先
は
、
七
島
の
故

郷
で
あ
る
福
島
県
二
本
松
。
同
地
で
の
工
場

再
開
を
目
指
し
て
建
設
の
準
備
が
進
め
ら
れ

た
が
、
結
局
は
実
現
を
待
た
ず
し
て
終
戦
の

日
を
迎
え
た
。

資
材
不
足
の
苦
境
を
打
破
し

積
極
的
な
事
業
拡
大
へ

戦
争
が
終
わ
っ
て
も
、
国
内
で
は
深
刻
な

資
材
不
足
が
続
く
。
特
に
、
王
冠
製
造
に
不

可
欠
な
ブ
リ
キ
は
貴
重
品
、
贅
沢
品
と
さ
れ
、

ほ
と
ん
ど
市
場
に
出
回
ら
な
か
っ
た
。
そ
の

よ
う
な
な
か
、
進
駐
軍
の
駐
屯
地
を
回
り
ゴ

ミ
の
中
か
ら
ビ
ー
ル
の
空
き
缶
を
集
め
、
王
冠

メ
ー
カ
ー
に
販
売
す
る
業
者
が
現
れ
る
。
二

本
松
か
ら
戻
り
11
月
に
操
業
を
再
開
し
て
い

た
千
住
工
場
に
も
、
次
々
と
空
き
缶
が
運
び

込
ま
れ
た
。
空
き
缶
は
継
ぎ
目
に
沿
っ
て
開

き
、
洗
浄
・
乾
燥
し
た
後
、
平
板
プ
レ
ス
で
メ

ン
コ
型
に
抜
く
。
缶
ビ
ー
ル
１
個
の
ブ
リ
キ
で

王
冠
13
個
分
の
メ
ン
コ
が
取
れ
た
。
そ
し
て
、

シ
ボ
リ
型
プ
レ
ス
で
メ
ン
コ
に
ひ
だ
を
つ
け
て

王
冠
型
に
整
え
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
空

き
缶
を
再
利
用
し
た
王
冠
製
造
が
行
わ
れ
て

い
た
。

１
９
４
６（
昭
和
21
）年
に
な
る
と
、
食
品

に
人
工
甘
味
料
の
使
用
が
許
可
さ
れ
る
。
そ

の
結
果
、
清
涼
飲
料
水
の
生
産
は
急
速
に
伸

び
て
いっ
た
。
サ
イ
ダ
ー
や
ラ
ム
ネ
に
王
冠
は

欠
か
せ
な
い
。
こ
う
し
た
需
要
増
加
を
背
景

に
、１
９
４
７（
昭
和
22
）年
に
は
千
住
工
場
の

場
内
整
備
と
倉
庫
の
新
設
が
行
わ
れ
た
。

盤
石
な
足
場
を
固
め

次
な
る
飛
躍
へ
の
一
歩
を

厳
し
い
食
糧
事
情
は
続
い
て
い
た
が
、

１
９
４
８（
昭
和
23
）年
に
は
一
部
の
都
市
で

ウ
イ
ス
キ
ー
の
希
望
配
給
が
実
施
さ
れ
る
な

ど
、
復
興
の
兆
し
は
見
え
は
じ
め
て
い
た
。
こ

の
頃
に
は
デ
ィ
ス
ク
の
は
め
込
み
と
密
着
も
自

社
で
内
製
化
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
帝
国
プ
レ

ス
工
業
は
信
頼
で
き
る
王
冠
メ
ー
カ
ー
と
し
て

の
ポ
ジ
シ
ョン
を
着
実
に
構
築
し
て
いっ
た
。

そ
し
て
１
９
４
９（
昭
和
24
）年
２
月
、
帝

国
プ
レ
ス
工
業
は
、
株
式
会
社
ク
ラ
ウ
ン
コ
ル

ク
商
会
へ
の
王
冠
製
造
に
お
け
る
技
術
協
力

を
決
定
。
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
両
社
の
王
冠

販
売
ル
ー
ト
を
調
整
し
、よ
り
強
固
な
地
盤

を
固
め
よ
う
と
考
え
た
の
だ
っ
た
。
こ
の
協
調

路
線
は
や
が
て
両
社
の
合
併
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
く
の
だ
が
、そ
れ
は
も
う
少
し
先
の
話
で
あ

る
。

町
工
場
か
ら
大
手
王
冠
メ
ー
カ
ー
へ

時
流
を
見
極
め
た
事
業
拡
大
の
軌
跡

最
初
は
、
小
さ
な
町
工
場
だ
っ
た
。
生
業
は
、ガ
ラ
ス
び
ん
、キ
ャッ
プ
、そ
し
て
王
冠
の
製
造
販
売
。

戦
時
下
の
厳
し
い
状
況
に
も
決
し
て
屈
し
な
い
精
神
と
、
時
代
の
動
き
を
見
抜
く
先
見
性
が
、
成
長
へ
の
道
を
拓
い
て
いっ
た
。

帝国王冠（株）の跡地。足立区の認定こども園となっている

帝国王冠製造所の従業員

1個抜きプレス機

空襲で廃墟と化した東京の街

若き日の内田雅夫（右）と三輪二郎（左）
（ハルピンビール社東京事務所にて）

1941-1950

第一次世界大戦から引き続き、世界は戦争の波のなかに
あった。戦局は次第に激化し、太平洋戦争において日本
は敗戦。進駐軍管理のもと、深刻な食糧難や資材不足
に見舞われながらも、焼け野原から再興へと歩みはじめる。
1950（昭和25）年に勃発した朝鮮戦争は特需景気をもた
らし、日本経済は活気を取り戻した。

1941-1950
この年代の 主なできごと

アセンブリングマシン（密着機）
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太平洋戦争の戦火が日本本土にも襲いかかり、貧困と恐怖に苦しむ時代が訪れた。
1945年、第二次世界大戦は終結し、敗戦国となった日本は焼け野原から復興へ向けて再び立ち上がっていく。

1941-1950
CHRONOLOGICAL TABLE

1941
1月17日　帝国王冠（株）設立
前身となる帝国王冠製造所が改組・改称して設立された。帝国王冠製
造所は、牛乳びんの王冠などの製造販売をする会社。千住に工場があり、
社長は遠藤虎次郎。

1941
12月8日　真珠湾攻撃から太平洋戦争勃発
日本海軍は、ハワイ・オアフ島の真珠湾にあったアメリカ海
軍の太平洋艦隊と基地を奇襲攻撃。これにより、アメリカ合
衆国議会は開戦を宣言した。その後、ドイツの宣戦布告など
戦局は地球規模に拡大していくこととなる。

1943
9月21日　学徒出陣が決定
第二次世界大戦末期、日本は兵力不足にあえいでいた。そこで、そ
れまでは26歳以下の大学生に認められていた徴兵猶予を文科系学
生については停止。20歳以上の学生を入隊・出征させて戦地に
送ることとなった。

1944
1月26日　東京・名古屋で初の疎開命令
戦局の悪化に伴い内地空襲の恐れが現実問題となり、政府は東京と名古
屋に最初の疎開命令を出した。大阪、神戸、横浜などの大都市もその後
に続くなか、特に小学校の学童集団疎開に注力。地方の受け入れ体制も
整備された。

1945
8月15日　第二次世界大戦が終結
日本はポツダム宣言を受諾し、第二次世界大戦は終結の日を迎え
た。昭和天皇による玉音放送により、国民は日本の敗戦を知る。
以後、日本は連合国軍の統治下に置かれ、ダグラス・マッカーサー
率いるGHQが東京に進駐。皇居の隣に本部を構え、次 と々日本統
治の施策を実施していった。

1949
10月1日　中華人民共和国成立
1930年代から続いていた国共内戦を制した中国共産党の
毛沢東は、中華人民共和国の建国を宣言。以後、30年余
りにわたって最高指導者としての地位に就いた。巨大な国
土、世界一の人口を誇る中国は、社会主義国家としての道
を歩みはじめた。

1950
6月25日　朝鮮戦争勃発
北朝鮮が韓国との国境線としていた38度線を侵攻し、朝鮮半島の
主権を巡る戦争へと発展した。日本は軍需景気に沸いたが、一方
でGHQからの要請を受けて海上保安官をはじめ8,000人以上が戦
地に赴くこととなった。

1944
12月19日　商号を帝国プレス工業（株）と改称
帝国王冠（株）と東京真空硝子（株）が合併。東京真空硝子（株）
は尾久に工場があり、社長は七島長太郎。軍需用の保存食品
が増え、キャップにライニングして販売していた。

1950
鉄鋼業界が再興、食缶用のブリキ板も製造開始
6月　（株）クラウンコルク商会 与野から工場を

移転し小台工場を新設

1945
千住工場 設備を福島県二本松へ疎開
6月19日　  尾久工場 空襲により全焼
8月15日　 終戦、復興開始。当社の第二の出発点となる

1947
千住工場　整備改修
事務所と製造所が混沌としていたのを区別し、双方の能率を上げた。

1948
8月25日　資本金100万円に増資

1949
2月　（株）クラウンコルク商会と協調始まる

［昭和16年〜昭和25年］

NCCの主なできごと
1941

1950

世界は、アメリカとソ連を中心とする冷戦の真っ只中にあっ
た。日本では1950（昭和25）年に勃発した朝鮮戦争によって、
経済はにわかに活気を取り戻す。生活水準は戦前レベルに
まで回復し、物資も少しずつ出回るようになっていった。

また、新しい文化もどんどん芽吹きはじめる。1951（昭和
26）年1月3日には、第1回NHK紅白歌合戦が放送。日本初
のLPレコード発売、民間放送ラジオ局の開局なども相次い
だ。1953（昭和28）年にはテレビの本放送がスタート。同年
は日本初のスーパーマーケット・紀ノ國屋がオープンするな
ど、人々の生活は劇的に変化を遂げていた。そして、1955

（昭和30）年頃から、日本は高度経済成長期に突入。電
気冷蔵庫・電気洗濯機・白黒テレビは“三種の神器”と呼ば
れ、当時のステータスシンボルとなった。

戦時中の窮乏を脱した1950年代は、画期的な飲料や食
品が登場した時代でもある。1951（昭和26）年に『バヤリー
ス オレンジ』、1957（昭和32）年に『コカ・コーラ』が日本でも
発売された。1958（昭和33）年には世界で初めてインスタント
ラーメンが開発され、いずれも爆発的なブームに。終戦から
15年、日本は着実に復興しながら、豊かさを手に入れていっ
たのだ。

1951-1960
世界を相手に渡り合う

実力と実績を育む

［昭和26年〜昭和35年］

世の中の主なできごと

王冠の選別風景 帝国クラウンコルク（株）合併第1回慰安旅行。1951（昭和26）年、伊豆大仁方面にて
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